
77Bulletin of Osaka University of Pharmaceutical Sciences 2 (2008)

—Report—

第24回ユニバーシアード競技大会（2007/バンコク）水球競技について
当麻  成人

Water Polo Games in the 24th International University Sports (Universiade)

Narihito TAIMA

Osaka University of Pharmaceutical Sciences, 4-20-1, Nasahara, Takatsuki, Osaka  569-1094, Japan

(Received October 31, 2007; Accepted November 21, 2007)

The Olympics, the Universiade, and the Asian Games are the three major international competitions in which the 

Japanese national water polo team takes part. This report sets out details of the water polo games between Japan and 

South Africa, England, Serbia, Hungary, and Australia, held in Bangkok this summer. It includes an analysis of each 

game, a description of the tactics of the Japanese players, and the record of individual Japanese players.

はじめに

　第 24 回ユニバーシアード競技大会
1)

は， 2007

年８月８日から８月 18 日までの日程で開催され

15 競技 236 種目が実施された．日本オリンピッ

ク委員会（JOC）は，今大会に日本代表選手総勢

417名を派遣した．ユニバーシアード競技大会は， 

若い世代の選手達の競技力向上に大きな役割を果

たしており，それは近い将来のオリンピック代表

選手への足がかりとなっている．

　筆者は， 今大会の水球競技日本代表コーチに任

命され， 試合期間中， チーム監督や他のコーチと

共にベンチに入り， 戦況に応じたアドバイスを送

り続けた．本報告は， 今後の指導にこの経験を活

かすために実際の試合中における選手達へのアド

バイスとミーティングでの彼らへの申し送り事項

をまとめたものである．

　

大阪薬科大学，e-mail: paideia@gly.oups.ac.jp

1)  ユニバーシアードの沿革
　ユニバーシアード（UNIVERSIADE）とは， 国際大学スポーツ連盟（Federation du Sport Universitaire = FISU）が主催する全世界の学
生の総合競技大会で， 別名， 学生のオリンピックともいわれ２年毎に開催されている．
　ユニバーシアードの前身は， 第２次世界大戦前に行われていた国際学生競技会である．しかし， 1939 年， ウィーンで開かれた第 10
回大会を最後に中止された．戦後は政治地図が東と西に分かれたために， 国際スポーツ界も二分し， それぞれ学生スポーツ大会を開い
ていた．それが 1957 年になり， 東西の緊張が緩和し， 両者の歩み寄りが行われ， 1959 年のトリノ大会からユニバーシアードの名称を
用いることになった．だが， 実際にはその前の 1957 年のパリ大会から互いの協力と歩みよりがあったことから， パリ大会を最初のユ
ニバーシアード大会としている．
　ユニバーシアードは当初， 奇数年に夏季大会， 偶数年に冬季大会と分けて行われていたが， 最近の大会の例をみると夏冬ともに奇数
年に開催されている．
　実施競技は， 夏季大会が陸上競技， 水泳（競泳， 飛び込み， 水球）， 体操， フェンシング，バスケットボール， バレーボール， テニスな
どである．　なお開催国の要望により， これまで柔道， レスリング， サッカー， ホッケー， セーリングなどの追加競技が認められている．
　また， 冬季競技では， スキー， フィギュアスケート， アイスホッケー， ショートトラック， バイアスロンが実施競技となっており， 開
催国の要望によりスピードスケートやカーリング， スケルトンが追加されている．
　日本は 1957 年から， 夏季・冬季大会に参加し， また 1967 年には東京，1985 年には神戸，1991 年には札幌，1995 年には， 福岡
で開催された．
（日本オリンピック委員会資料より）
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1.  試合の戦評

　15 ヵ国が参加した今大会は，A・B・C グルー

プは各４チーム，Dグループは 3チームという組

み合わせで予選リーグを行った．Bグループに入っ

た日本は初戦に南アフリカ共和国と対戦した．南

アフリカは身長， 体重ともに日本を大きく上回る

体格の選手を揃え，パワーで強引に迫ってくる．

それに対して日本は速さと機動力で対応する．結

果は 12 対 5で日本が初戦を飾った．この成果に

よって機動力を生かし， 連続的なディフェンスが

機能すれば， 速攻を繰り出しやすいという教訓を

得た．

　第 2戦はイギリスとの対戦であった．初戦で活

躍した選手たちの動きが封じられ， 得点力が低下

したため 8対 9で敗戦した．続くセルビア共和国

戦は， 5 対 7 で敗れた．しかし常に世界の上位に

ランクされるセルビアに対して， 日本側もゴール

キーパーを中心に， 粘り強く守りきる場面が多く

見られた．ただディフェンス力だけでは勝ちをも

ぎ取ることはできないということも立証された．

今後攻撃面を強化するため強烈なミドルシュート

を打てる選手の発掘育成が急務である．この結果， 

日本はグループ 3位となり，上位トーナメントへ

進出することができた．

　トーナメント 1回戦は Aグループ 2位のロシア

連邦と対戦し，7対 4で勝利し日本は 8位以内の

順位を確定した．「必ずベスト 8に入る」を合言

葉にがんばってきた選手たちはすばらしい戦いを

見せてくれた．2回戦は Cグループ 1位で， 世界

屈指の実力を持つハンガリー共和国と対戦した．

ハンガリーの選手は選手一人一人が状況を素早く

把握し， それに的確に対処し，最適のプレーを行

うことができる．試合の攻防においても，いつで

も協力できる体勢を準備している．これらが最低

限備わっていなければトップクラスのチームとは

言えない．単にチームの決め事に終始した戦い方

では太刀打ちできない．この点で上位 4チーム

は，身体能力もさることながらまさに個人の判断

力，注意力，プレーの鋭さ，正確さが他チームに

比べて数段上にあり，日本チームとの大きな差違

はここにあった．やはり水球は球技である．つま

り，多くの球技に於いては相手より強い力を発揮

できる能力，すなわちプレーの予想能力， 頭の切

り換えの速さ，集中力，変化に対する対応力が必

要なのである．球技を行うときには，これらの能

力は水球に限らず不可欠の能力であり，これらが

備わってはじめて勝利を得ることができる．結局

この試合は 6対 11 で敗れたが，今後のトレーニ

ング方法を見直す契機となった，収穫のある試合

であった．

　５－８位決定戦ではオーストラリア連邦と対戦

し，14 対 7 で勝利した．続いて５－６位決定戦

ではセルビアと戦うことになった．しかし，日本

チームは集中力を保てず敗れ，最終順位は 6位と

なった．

　今大会の日本チームの編成は，ゴールキーパー

選手を除くフィールドプレーヤー全員が現役学生

であり，2005 年の世界ジュニア選手権に出場し， 

その後も JOC 強化部によって一貫指導をうけてき

た選手たちが中心の編成であった．その戦いぶり

は，どの試合もアグレッシブで新鮮さにあふれ，

今後の国際大会での上位進出に期待を抱かせるも

のだった．その為にも， シュート力の強化とゴー

ルキーパーを含むディフェンス面での連携を密に

することが，大きな課題である．それと同時に球

技に不可欠な個人の能力向上に，よりいっそう磨

きをかける必要があると思われる．

2.  ミーティング及びベンチからのアドバイス

( イ )  戦術として
　①相手攻撃の最終段階までチームディフェンス

を徹底する
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　②相手のカウンターアタックを十分注意して

シュートで終える

　③すべてのパスがアシストパスとなるような積

極的なパスワークからミドルシュートを狙う

　④プレーの連続性を途切れさせない

( ロ )  防御について
　①６対６への対処

・ 相手の回しこみに十分注意を払いノー

ファールで自陣ゴールから遠い位置からで

もプレスを徹底し， パスコースに入る

・ ボールが先行したケースではトライアング

ルディフェンスで相手をかく乱する

・ 相手チームの攻撃の最終段階においてはポ

スティング， ５ｍシュートに対するヘルプ

を徹底する

　②相手カウンターアタックの防御

・ 最終ラインを連携して確保する

・ なるべくアタックを繰り返しながら帰陣す

る

・ センターポジションにいる場合は直線的に

帰陣する

・ 相手カウンターアタックが潰れた後の間合

いに注意する

　③６対５への対処

・ 相手がセットする前にトライアングル防御

で攻撃時間をロスさせる

・ 相手がセットした場合ポジション５．６を警

戒する

( ハ )  攻御について
　①カウンターアタックまたはカウンターアタッ

クが潰れた場合

・ ４対２の陣形を形作り攻撃展開する

・ ゴールキーパー及びフィールドプレーヤー

からのパスをいつでもどこにおいてもよく

注視する

・ カウンターアタックからの５ｍシュートお

よびポスティングで攻撃を仕掛ける

・ ５mシュートおよび５ｍシュートからのパ

ス展開でシュートチャンスを作る

・ スタートのタイミングを失うとほとんどの

カウンターアタックは成立しない

　また， そこでそれを強行したとしても慌て

攻めとなりいい結果は得られない

　②６対６において

・ ポジション１とポジション２の相手ディ

フェンスに負けない力強い位置取りと確実

なボールまわし

・ 味方がカットインしているときのシュート， 

シュート時のカットインは相手にチャンス

を与えることが多いので細心の注意が必要

・ セットプレーで対応する場合（ポジション

２．３．４におけるクリアリングドライブか

らのポスティングプレー）

・ ドライパスはチャンスを得点に結びつける

大事なプレーであることを認識する

・ パス ANDドライブで相手のファールを誘発

させる

　③６対５において

・ ４：２から３：３へポジションをローテー

ションしチャンスを窺う

・ 状況に応じてワンモーションによるパス展

開からチャンスを窺う

・ シュートで終わる（声を掛け合う）

・ 単調なパス回しでは相手の布陣を崩せない

ので工夫が必要

　その他

・ 水球競技の特性として４， ５回の攻撃で１

得点の確率であることを理解しておく， 連

続的に攻撃の失敗があっても心理的に追い

詰められてはいけない

・ ６：５において攻防の成功の目安はだいた

い４割である

・ 選手交代についてはプールの水温ならびに

外気温が高めだったため選手個人に任せる
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事とした．ベンチにおいては相手チームの

特徴に対応しての交替， 自チームの作戦変

更のための交替， 明らかに疲労した選手の

交替等状況に応じて選手交替を行った

　以下の表は， 今大会の日本チーム対戦データと

試合結果および最終順位である．対戦データにつ

いては，各ピリオドのシュート数，得点，奪エク

ストラファール，エクストラファールからの得点， 

ペナルティーシュートについて個人ごとに示して

いる．またチームのシュート確率についても表し

ている．
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日本チーム試合結果

日本 12－ 5 南アフリカ

日本   8 － 9 イギリス

日本   5 － 7 セルビア

1位－ 12位決定戦

日本   7 － 4 ロシア

1位－ 8位決定戦

日本   6 － 11 ハンガリー

5位－ 8位決定戦

日本   14 － 7 オーストラリア

5位－ 6位決定戦

日本   6 － 15 セルビア

最終順位

1位 モンテネグロ

2位 イタリア

3位 ハンガリー

4位 スペイン

5位 セルビア

6位 日本

7位 フランス

8位 オーストラリア

9位 トルコ

10位 カザフスタン

11位 ロシア

12位 イギリス

13位 中国

14位 南アフリカ

15位 タイ


